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加
に
加
え
、
各
市
町
ご
と
の
会

場
か
ら
も
中
継
を
通
じ
て
参
加

い
た
だ
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。

を
知
ろ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
て
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
研
修
会

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職

務
、
立
ち
位
置
と
役
割
の
講
義

の
他
、
有
意
義
な
定
例
会
の
持

ち
方
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

地
域
の
実
情
、
委
員
活
動
へ

の
向
き
合
い
方
の
講
義
及
び
活
動

上
の
喜
怒
哀
楽
体
験
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

　

長
崎
市
、
佐
世
保
市
を
除
く

市
町
民
児
協
を
対
象
に
、
県
委

託
研
修
と
し
て
「
会
長
研
修
会
」

と
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

合
同
会
社
泉
惠
造
研
修
企
画

工
房
の
泉
惠
造
氏
を
講
師
に
迎

え
、『
〝共と

も
い
く育
と
協き
ょ
う
ど
う働”
の
大
切
さ

　

令
和
５
年
11
月
２
日
（
木
）、

諫
早
市
に
お
い
て
九
州
大
谷
短

期
大
学
の
中
村
秀
一
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
で
き
る
限
り
多
く

の
主
任
児
童
委
員
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
く
た
め
、
研
修
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
の
参

～
参
加
さ
れ
た
委
員
の
感
想
～

�

（
抜
粋
）

　

地
元
民
生
委
員
に
よ
る
熱
烈

な
歓
迎
を
受
け
、
民
生
委
員
の

仲
間
と
し
て
の
絆
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
特
別
講
義
「
ほ
ど
よ

く
ゆ
る
く
、
ま
ぁ
ー
る
く
つ
な

が
る
地
域
の
か
た
ち
～
お
た
が

い
さ
ま
の
社
会
に
生
き
る
幸
せ

～
」
で
ご
両
親
の
介
護
体
験
を

も
と
に
話
を
さ
れ
た
信
友
直
子

さ
ん
の
、「
自
分
も
61
歳
と
な
っ

た
の
で
、
将
来
民
生
委
員
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

い
う
締
め
の
言
葉
が
大
変
感
動

的
で
し
た
。
そ
し
て
、
活
動
交

流
集
会
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
を
支
え
る
民
児
協
機
能

の
強
化
」
で
は
「
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
」
に
つ
い
て
の
具
体

例
を
交
え
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
課
題
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
検
討
を
要
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
の
認
識
を

持
ち
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
21
日
・
22
日
、

広
島
県
広
島
市
に
お
い
て
第
92

回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
行
わ
れ
、
長
崎
県
か
ら
は

久
保
田
会
長
を
は
じ
め
39
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
民
生
委
員
の

「
な
り
て
確
保
」
の
問
題
や
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

等
で
増
加
し
た
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
の
生
活
課
題
、
ま
た
、
近

年
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
総

合
的
・
包
括
的
な
活
動
を
地
域

ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
代
表
者

等
が
一
堂
に
会
し
、
社
会
情
勢

が
変
化
し
て
い
る
中
で
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
や
、

国
が
目
指
す
「
地
域
共
生
社
会
」

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
、
令

和
６
年
11
月
に
宮
崎
県
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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研
修
会
報
告

第
92
回
　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

11
月
21
日
～
22
日
（
広
島
県
）

主
任
児
童
委
員
研
修
会

11
月
２
日（
諫
早
市
）

リーダー研修会（佐世保）

主任児童委員研修会

全国大会（長崎県参加者集合写真）

会
長
研
修
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
２
月
２
日
、
６
日
）

（
２
月
５
日
、
７
日
）
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　全国民生委員互助共励事業は全国社会福祉協議会が実施している事業で、すべての民生委員・児
童委員（会員）を対象に、会員の互助と共励をもって活動の充実振興をはかり、地域福祉活動の推
進に資することを目的として実施しています。
　互助共励事業には、公務中の事故による死亡、傷害、疾病などの公務関係と、公務以外の事由に
よる死亡、傷病、退任などの一般給付があります。今回は、一般給付についてご紹介します。

種　　別 金　　額 範　　囲 留意事項

一　
　

般　
　

給　
　

付

⑴死亡弔慰
　①一般死亡
　②配偶者死亡

30,000円
10,000円

①会員の公務以外の事由による
死亡。

②会員と婚姻関係にある者及び
事実上婚姻関係と同様の事情
にある者の死亡。

給付対象は、現
任の民生委員・
児童委員

発生後速やかに
申請
※一般傷病につ
いては全治期間
が確定後
※一般傷病で同
一事由によるも
のは１回のみ申
請可

発生後～１年以
内に申請を行う
こと

⑵傷病見舞
　一般傷病
　・療養１か月以上２か月未満
　　（31日～ 60日）
　・療養２か月以上（61日～）

8,000円

10,000円

入院、通院など発生後31日（１か
月）以上の療養を必要とした傷病
（自宅療養期間も含める）

ア．１か月以上２か月未満（31日
　 ～60日）の療養を必要とした
　 場合。
イ．２か月以上（61日～）の療養を
　 必要とした場合。

⑶災害見舞
　・全壊・大規模半壊・中規模半壊
　・半壊・準半壊

100,000円
50,000円

①会員自宅の全壊・大規模半壊・
　中規模半壊

②会員の自宅の半壊・準半壊

⑷退任慰労
　・在任３年を超える９年未満
　・在任９年以上15年未満
　・在任15年以上

3,000円
5,000円
7,000円

ア．対象者の在任期間が、
　　・３年を超える９年未満の
　　　場合
　　・９年以上15年未満の場合
　　・15年以上

イ．死亡による退任の場合は、
　　死亡弔慰をもって退任慰労
　　を含むものとする。

※詳細につきましては、各市町民児協（互助共励実施団体）へお問い合わせいただくか、全国民生委
　員互助共励事業ホームページ内の要綱・要領でご確認ください。

≪全国民生委員互助共励事業≫
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※一人当たりの件数・回数は、民生委員・児童委員全体は3,611名、主任児童委員は353名で計算しています。	 	
＜	「令和４年度	福祉行政報告例（民生委員・社会福祉事業）」（2022）を基に作成＞

　相談・支援件数を分野別でみると「高齢者に関すること」が最も多くの割合を占めており、令和３年
度と同等の支援件数となっています。その他の活動件数では「調査・実態把握」「証明事務」以外の項
目が令和３年度より増加しています。また、民生委員・児童委員一人当たりの活動日数は、136.2日と
なっており、前年度と比較すると、一人当たり6.2日の増加となりました。
　この活動件数は、国（厚生労働省）が全国分を集計し、その結果を福祉行政報告例として公表し、民
生委員・児童委員に関係の深い各種福祉施策の企画・立案の基礎資料として活用されます。

令和４年度　民生委員・児童委員活動件数集計

令和４年度 令和３年度
対前年比民生委員・

児童委員全体
委員

1人当たり
民生委員・
児童委員全体

委員
1人当たり

相
談
・
支
援
件
数

内
容
別

在宅福祉 5,168件 1.4件 5,746件 1.6件 89.9%
介護保険 2,612 0.7 2,564 0.7 101.9　
健康・保健医療 13,050 3.6 13,570 3.7 96.2　
子育て・母子保健 4,570 1.3 4,364 1.2 104.7　
子どもの地域生活 14,999 4.2 17,883 4.9 83.9　
子どもの教育・学校生活 6,679 1.8 6,873 1.9 97.2　
生活費 2,232 0.6 2,166 0.6 103.0　
年金・保険 468 0.1 451 0.1 103.8　
仕事 620 0.2 694 0.2 89.3　
家族関係 2,453 0.7 2,451 0.7 100.1　
住居 1,699 0.5 1,723 0.5 98.6　
生活環境 5,452 1.5 5,316 1.5 102.6　
日常的な支援 35,683 9.9 37,328 10.3 95.6　
その他 34,961 9.7 34,944 9.6 100.0　

民生委員・児童委員全体 130,646 36.2 136,073 37.4 96.0　
　　うち主任児童委員 8,047 22.8 8,707 24.6 92.4　

分
野
別

高齢者に関すること 71,059件 19.7件 72,351件 19.9件 98.2%
障害者に関すること 4,703 1.3 4,859 1.3 96.8　
子どもに関すること 33,970 9.4 37,770 10.4 89.9　
その他に関すること 20,914 5.8 21,093 5.8 99.2　

民生委員・児童委員全体 130,646 36.2 136,073 37.4 96.0　
　　うち主任児童委員 8,047 22.8 8,707 24.6 92.4　

そ
の
他
の
活
動
件
数

（
相
談
・
支
援
以
外
）

調査・実態把握 33,376件 9.2件 34,293件 9.4件 97.3%
行事・事業・会議への参加協力 55,825 15.5 45,231 12.4 123.4　
地域福祉活動・自主活動 156,295 43.3 145,967 40.2 107.1　
民児協運営・研修 103,561 28.7 90,445 24.9 114.5　
証明事務 8,523 2.4 8,839 2.4 96.4　
要保護児童の発見の通告・仲介 574 0.2 535 0.1 107.3　

民生委員・児童委員全体 358,154 99.2 325,310 89.5 110.1　
　　うち主任児童委員 38,253 108.4 31,791 89.8 120.3　

訪
問
回
数

訪問・連絡活動 411,779回 114.0回 386,388回 106.3回 106.6%
その他 188,305 52.1 188,693 51.9 99.8　

民生委員・児童委員全体 600,084 166.2 575,081 158.3 104.3　
　　うち主任児童委員 7,846 22.2 7,647 21.6 102.6　

連
絡
調
整

回
数

委員相互 202,232回 56.0回 187,468回 51.6回 107.9%
その他の関係機関 121,219 33.6 122,923 33.8 98.6　

民生委員・児童委員全体 323,451 89.6 310,391 85.4 104.2　
　　うち主任児童委員 49,804 141.1 44,293 125.1 112.4　

活動日数
民生委員・児童委員全体 491,663日 136.2日 472,481日 130.0日 104.1%
　　うち主任児童委員 54,923 155.6 41,433 117.0 132.6　
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わがまち民生委員・児童委員
キラリと光る キラリ★

vol.vol.06

県内で先駆的な活動や工夫をしている活動、おもしろい取り組みや珍しい取り組みな
どなど、わがまちで「キラリ★」と光る民生委員・児童委員の情報をご紹介します！

「ふれあい弁当配達」

　長崎の観光地、新地中華街の湊公園の前で印章業を
営んでいます。数年前のコロナ禍の中でアマビエ様を
描いて、魔除けの御札として、来店された方々に配っ
たことから、周りの人からは重苦しい世相を笑いに変
えてくれたと言ってもらいました（長崎新聞でも紹介
されました。）。
　地域の自治会役員をしていて、民児委員を前任者の
方からお願いされ、友愛訪問や養護施設の訪問とその
後の交流、また、小中学校の行事への参加など、赤
ちゃんのことから高齢者のことまで、悩みの相談相手
として日々活動しています。
　また、毎朝６時30分に湊公園で地域の方々と集ま
り、ラジオ体操を行っています。
　これからも、社会福祉協議会や行政機関、特に大浦
地域包括支援センターとは連携を取りながら、住民の
「パイプ役」として、最後まで民児委員の任期を務め
て、次世代の人にバトンタッチをしたいと思います。

「幅広く地域の相談役として活動」

長崎市仁田地区民児協
会長

○出身　2〜3才まで島原
　その後長崎市新地町
○民生委員在任年数　18年

吉
よ し

岡
お か

 國
く に

廣
ひ ろ

 さん

　公立保育所保育士を定年退職後、主任児童委員とし
て子どもに関わることができるのは何の抵抗もありま
せんでしたが、高齢者の皆さまの現状を学び、山と海
に囲まれた平穏な生活の中で何か楽しみを見つけてあ
げたいという気持ちから、月１回漁村センターを拠点
にイベント式サロン活動をしています。
　各家にある不要な物を集めてのフリーマーケットに
始まり、郷土料理づくり、島内外の方々との交流会、
歌あり、踊りあり、いろいろな運動やゲーム大会、車
でドライブ、お花見やいちご狩り、春に植えたさつま
いもの草取りや収穫祭として昼食を囲んで楽しいお
しゃべりと、皆さんが楽しみに待って下さる月１回の
活動を計画するのがとても楽しいです。
　皆さんの笑い声が私の生きがいです。今後はこのサ
ロンを手伝ってくれる若い民生委員さんがでてきて下
さることを願っています。

対馬市豊玉地区民児協　
主任児童委員・女性部長

○出身　対馬市豊玉町
○民生委員在任年数　10年

原
は ら

田
だ

 順
じゅん

子
こ

 さん

高齢者ふれあい所・子ども一時
あずかり所「大

おろしか

漁の里」
地域の人たちが元気になる居場所づくり

　民生・児童委員になったきっかけは、出身地の町内
会長から「是非、なって欲しい。」の一言。
　この地では、離島地区で特に進んでいく少子高齢化
が大きな問題になっています。来年は小中学校が統
合され、また、高齢者が増える中、どうその人達に
寄り添った活動ができるか模索しながら一歩、一歩　
少しずつ進んでいこう。今は、そのことを強く意識し
ながら活動しています。特に、甚大な自然災害が増え
つつある現在、高齢者、身障者を安全にどう守ってい
くか、具体的でシンプルな方策で救ってくれる人達に
つなぐ。その方法を一人一人説明していく活動などを
行っています。

五島市崎山地区民児協
会長

　五島市崎山町出身、民生委員になって16
年。昭和32年から退職時まで小学校の先
生として子供たちと関わってきました。現
在、音楽仲間とチームを作りマンドリン演
奏を楽しくやって若返っています。趣味は推理小説を読むこと
で、特に松本清張が好きです。

松
ま つ

本
も と

 徳
と く

ー
い ち

 さん

「寄り添い、一緒に」 　私の担当する地区では、一人暮らしの高齢者の見守
りを兼ねて、社協によるふれあい弁当という月１回
の給食サービスがあります。ボランティアグループが
作ったお弁当を配達するのが私の仕事です。現在12
戸のお宅に届けてますが、皆さんの笑顔と「ありがと
う。来月も楽しみに待っています。」との明るい声が
私を元気にしてくれます。この地区に家を建て30年余
り。知らない私達を温かく迎えてくださり、育ててい
ただいた恩返しが少しでもできたらとの思いで、民生
委員・児童委員を引き受けました。もうすぐ私もおば
あちゃん。次の世代にもつながっていけたらと思って
います。

大村市南地区第２民児協

西海市出身
民生委員になって７年。高校野球のファン。
卓球と手芸を楽しんでいます。

江
え

崎
ざ き

 直
な お

美
み

 さん



　

会
長
会
終
了
後
の
翌
週
火
曜

日
13
：
30
か
ら
山
澄
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
議
事
に
入
る
前

に
20
分
程
情
報
交
換
と
し
て
、

小
学
校
の
校
長
先
生
に
は
毎
月
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
必
要
に
応
じ

て
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
会
長
会
で
の
内
容

報
告
、
協
議
事
項
、
委
員
間
の

事
例
発
表
な
ど
を
行
い
、
情
報

共
有
と
資
質
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

山
澄
地
区
自
治
協
議
会
や
地

区
福
祉
推
進
協
議
会
へ
の
協
力

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
お
隣
の
潮

見
地
区
民
児
協
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
協

力
、
見
守
り
や
支
援
活
動
、
委

員
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
三
協
議
会
で

ニ
セ
電
話
詐
欺
防
止
啓
発
の
卓

上
幟
を
作
成
し
、
地
区
内
の
独

居
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
贈
呈
し

ま
し
た
。
ま
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
潮
見
地
区

民
児
協
と
共
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
学
習
会
に
も
臨
み
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
男
女
共
同
参
画
課

に
よ
る
出
前
講
座
、
山
澄
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
に

よ
る
災
害
時
避
難
所
の
実
状
、

ま
た
若
年
性
認
知
症
者
に
よ
る

講
話
を
合
同
で
聴
講
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
と

の
交
流
も
行
っ

て
お
り
、
小
学

校
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
、
中

学
校
と
の
交
流

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
、
地
域
の

小
中
学
生
と
の

楽
し
い
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

坂
や
階
段
が
数
多
い
地
域
で

の
生
活
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、

不
安
や
不
便
が
生
じ
ま
す
。
課

題
と
し
て
そ
の
一
つ
が
ゴ
ミ
問

題
で
す
。
そ
こ
で
山
祇
町
が
『
ゴ

ミ
へ
る
サ
ポ
ー
ト
し
ら
は
え
』

と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
、
資
源
ゴ
ミ
・
不
燃

ゴ
ミ
の
分
別
、
処
分
の
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
見
据
え
て
、
他

６
町
に
も
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
佐
世
保
市
白
南
風
地
区
民
児
協

会
長
　
深
町
　
な
お
）
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令
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佐世保市 〜躍動民児協最前線〜

ニセ電話詐欺啓発卓上幟

山澄中２年生との交流グラウンドゴルフ

山澄フェスティバルの手伝い
喫茶コーナー・ポップコーンの無料提供

コミュニティーセンター長（佐藤正実氏）
による災害時避難所の実状について講演

佐
世
保
市
白し

ら
南は

風え

地
区
民
児
協

定
例
会

主
な
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

【佐世保市白南風地区民児協】
人口：5,604人　　世帯数：2,799世帯　　　高齢化率34.4％（令和5年11月現在）

地区担当委員 13名　　　　主任児童委員 2名

　白南風地区は、市の中心部ＪＲさせぼ駅前と目前の烏帽子岳中腹に広が
る７か町です。
　昔は「どこからでも海が見える町」でしたが近年は駅周辺へのビルやマ
ンション建設が進み、港を眺めることは難しくなっています。坂と階段が
多く、高齢化が進むにつれて車輌不通の土地を離れる住民が増え、空き家
が目立ってきています。とは言え『駅・近』は好立地です。



　

毎
月
１
回
第
１
火
曜
日
に
実

施
し
、
行
政
・
社
協
か
ら
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
情
報
提
供
を

確
認
し
、
委
員
の
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
等
も
確
認
し
て
お
り

ま
す
。

１
．
月
１
回
第
１
火
曜
日
実
施

の
定
例
会

　
　

定
期
的
に
高
齢
者
宅
へ
の

見
守
り
活
動

２
．
年
３
回
、
一
人
暮
ら
し
の

方
へ
の
お
弁
当
作
り

３
．
毎
月
１
回
市
立
図
書
館
で

実
施
の
子
育
て
サ
ロ
ン

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

４
．
毎
月
１
回
中
地
区
７
カ
所

で
開
催
の
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」

５
．
毎
月
２
回
実
施
の
小
学
生

の
下
校
見
守
り

　

こ
れ
か
ら
も
、
行
政
・
社
協
・

委
員
相
互
の
連
携
を
う
ま
く
取

り
な
が
ら
、
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
日
頃
の
活
動
を
通
し

て
、
住
民
の
方
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
地
域
福
祉
向

上
の
一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
諫
早
市
中
央
中
地
区
民
児
協

会
長
　
岩
崎
　
壽
子
）
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【諫早市中央中地区民児協】
人口：7,342人　　　世帯数：3,332世帯　

高齢化率26.1％（令和5年11月現在）

民生委員定数 23名　　　民生委員実数 22名　　　主任児童委員 2名

　諫早市中央中地区は、諫早市の中心に位置し
自然が残る町であると同時に、近年は大型マン
ションが建ち並び豊かな自然と近代化が一体と
なった町です。

諫早市〜躍動民児協最前線〜

定例会

下校見守り

子育てサロン

いきいきサロン

お弁当作り

諫
早
市
中

ち
ゅ
う
お
う央
中な

か

地
区
民
児
協

定
例
会

今
後
の
取
り
組
み

主
な
取
り
組
み



　

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

Ｈ
Ｐ
内
に
あ
る
、
長
崎
県
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
ペ
ー

ジ
が
令
和
６
年
４
月
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
全
国

や
県
内
の
各
種
研
修
案
内
等
の

情
報
を
掲
載
、
各
市
町
民
児
協

の
活
動
状
況
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
『
な
が
さ
き
県
民
児
協
だ

よ
り
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！！　

会
員
一
人
一
人
が
見
た
い
、
知

り
た
い
情
報
を
提
供
で
き
る
ペ
ー

ジ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
『
長
崎
県
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
』
で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
３
月
13
日
、
県
民

児
協
第
３
回
委
員
会
を
開
催

し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
等
に

つ
い
て
協
議
・
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
度
は
「
長
崎
県
民

生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
大

会
」
を
、
10
月
に
佐
世
保
市
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
各
市
町
民
児
協
を
通

じ
て
、
様
々
な
情
報
や
研
修
会

等
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

8

県
民
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３
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095-865-8676

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　
私
た
ち
の
取
り
巻
く
情
勢
が
日
々
変
革
し
て
い
る
中
で
、
皆
様
も
活
動
内

容
等
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
か
と
ご
察
し
い
た
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
等
を
発
案
、
開

催
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
、
是
非
、
各
市
郡
の
通
信

員
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
紙
面
と
す
る
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
広
報
紙
が
皆
様
の
福
祉
活
動
の
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
長
崎
市
通
信
委
員
・
編
集
委
員
　
　
高
守
　
英
昭
）

委
員
会
報
告

　

前
回
発
行
の
１
０
５
号
P5
『
キ
ラ
リ
と

光
る
わ
が
ま
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』

に
お
い
て
、
一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

誤 

東
彼
杵
町
民
児
協　

会
長　
　
　
　

　
　

 

毛
利　

雅
俊
さ
ん

 

正 

東
彼
杵
町
民
児
協　

会
長　
　
　
　

　
　

 

毛
利　

政
俊
さ
ん

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

１
０
５
号
の
掲
載
記
事
の
お
詫
び
と
訂
正

受
章
さ
れ
た
皆
様　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
社
会
福
祉
功
労
》

【
藍
綬
褒
章
】

辻 

美
代
子 

様（
佐
世
保
市
）

《
社
会
福
祉
功
労
以
外
の
功
労
》

【
旭
日
双
光
章
】

後
藤 

満
行 

様（
大
村
市
）

令
和
５
年
秋
の

勲
章・褒
章
受
章
者

（
現
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

福祉票枚数 28,194 枚 
(35,069)

割合

対
　
象
　
区
　
分

高 齢 者 20,510 
(23,260)

62.2%
60.6%

障がい者 4,463 
(5,429)

13.5%
14.2%

児 童 694 
(770)

2.1%
2.0%

母子・父子 1,052 
(1,340)

3.2%
3.5%

生活保護 5,535 
(6,593)

16.8%
17.2%

そ の 他 713 
(964)

2.2%
2.5%

計  32,967
(38,356)

100.0%
100.0%

令和 5 年 10 月 1 日現在の整備状況
（　）内は、前年度同時期の整備状況

※福祉票は、1枚で複数の区分に対応しているため、
　枚数と計は一致しません。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

活
動
を
よ
り
効
果
的
に
進
め

る
た
め
に
記
録
様
式
と
し
て

活
用
し
て
い
る
福
祉
票
。

　

長
崎
県
民
児
協
で
は
、
毎

年
10
月
１
日
時
点
の
福
祉
票

集
計
を
行
い
、
県
内
の
相

談
・
支
援
活
動
の
状
況
を
把

握
し
て
積
極
的
な
個
別
支
援

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

整
備
状
況
を
開
示
し
て
い
ま

す
。

活
用
し
よ
う
！
福
祉
票

～
個
別
援
助
活
動
の
展
開
の
た
め
に
～


